
人
間
の
安
全
保
障
の
中
で
食
糧
の
安
全
保
障

（Food Security

）
は
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
。

食
糧
の
安
全
保
障
は
た
だ
単
に
食
糧
生
産
増
加
や

国
家
の
食
糧
確
保
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

の
全
て
の
個
人
を
飢
え
と
飢
饉
か
ら
保
護
し
、
十

分
な
食
糧
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
伴
う
権
利
と
責
任
の
主
体
は

先
進
国
や
開
発
途
上
国
の
政
府
だ
け
で
な
く
、
国

際
機
関
や
多
国
籍
企
業
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ア
ク
タ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
市
民
社

会
や
地
域
社
会
（
農
民
や
地
主
、
労
働
者
、
女
性

や
子
供
、
老
人
な
ど
）
も
入
る
。
ま
た
世
帯
単
位

の
食
糧
の
み
で
な
く
、
世
帯
や
地
域
社
会
の
中
で

食
糧
や
栄
養
が
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か

も
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
食
糧
の
安
全
保
障
を

め
ぐ
る
問
題
点
の
整
理
を
行
っ
て
み
た
い
。

●
食
糧
の
安
全
保
障
の
概
念

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
人

間
開
発
報
告
書
一
九
九
四
』
で
は
、
食
糧
の
安
全

保
障
は
、
だ
れ
で
も
い
つ
で
も
、
物
理
的
に
も
経

済
的
に
も
基
本
的
な
食
糧
を
入
手
で
き
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
食
糧
を
自
分
で
生
産
し
た
り
、
買
っ
た

り
、
公
的
な
食
糧
配
給
制
度
を
通
じ
て
食
糧
を
得

る
権
利
を
持
つ
こ
と
だ
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
食
糧
の
配
給
と
購
買
力
の
欠
如

で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
産
、
雇
用
、
所
得
安
定
の

問
題
を
抜
き
に
し
て
は
有
効
な
公
的
政
策
介
入
も

保
障
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
参
考
文
献
⑪
、
邦

訳
二
七
ペ
ー
ジ
）。

●
食
糧
の
安
全
保
障
の
現
状

食
糧
の
安
全
保
障
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
で

も
目
標
１
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
「
一
九
九
○
年
か
ら

二
○
一
五
年
ま
で
の
間
に
飢
え
に
苦
し
む
人
口
を

半
減
さ
せ
る
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
中
に
は
世
界
中
で
顕
著
な
進

展
を
見
た
も
の
も
あ
る
が
、
目
標
の
間
に
は
進
捗

状
況
に
た
い
へ
ん
な
格
差
が
あ
る
。『
人
間
開
発

報
告
書
一
九
九
四
』
は
、
食
糧
の
安
全
保
障
の
指

標
と
し
て
、
一
人
当
た
り
食
糧
生
産
指
数
（
一
九

七
九
│
八
一
年
を
一
○
○
と
す
る
）、
食
糧
輸
入

依
存
率
、
一
日
の
カ
ロ
リ
ー
必
要
量
に
対
す
る
供

給
量
の
割
合
を
紹
介
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑪
、

邦
訳
一
五
二
〜
一
五
三
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
現
実

に
は
問
題
が
深
刻
な
国
・
地
域
に
対
し
て
十
分
な

指
標
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
表
１
は
国

際
機
関
を
通
じ
て
利
用
可
能
な
指
標
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
計
に
よ

る
栄
養
不
足
人
口
の
状
況
を
見
る
と
、
世
界
の
開

発
途
上
国
の
栄
養
不
足
人
口
数
は
七
億
九
七
九
○

万
人
（
一
九
九
九
〜
二
○
○
一
年
。
参
考
文
献
⑥
、

邦
訳
二
四
八
〜
二
五
一
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
で
、
総

人
口
の
一
七
％
に
な
っ
て
い
る
。
栄
養
不
良
の
人

口
比
率
の
減
少
は
世
界
の
大
部
分
の
地
域
で
は
ゆ

っ
く
り
と
し
て
い
る
。
移
行
経
済
に
属
す
る
地
域

の
よ
う
に
栄
養
不
良
人
口
比
率
の
増
加
と
い
う
事

例
も
あ
る
。
特
に
深
刻
な
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ

カ
で
は
全
般
的
に
栄
養
不
良
人
口
の
割
合
が
高
く
、

一
億
九
八
四
○
万
人
（
一
九
九
九
〜
二
○
○
一

年
）
で
総
人
口
の
三
三
％
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
の
実
績
は
比
較
的
良
好
だ
が
、
懸
念
さ
れ
る
要

因
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
○
年
か
ら
二
○
○

一
年
の
間
に
開
発
途
上
国
の
食
糧
（
粗
）
輸
入
は

急
速
に
増
加
し
て
き
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
、
邦

訳
一
四
〜
一
五
ペ
ー
ジ
）。
中
国
は
一
九
九
○
年

代
ま
で
と
比
べ
て
農
業
生
産
が
伸
び
悩
み
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
と
前
後
し
て
農
産
物
（
大
豆
な
ど
）
の
輸

入
も
増
え
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
、
邦
訳
八
○
、

九
二
〜
九
四
ペ
ー
ジ
）。

●
マ
ル
サ
ス
理
論
へ
の
二
つ
の
批
判

食
糧
の
安
全
保
障
│
食
糧
が
支
え
る
生
命
と
生
活

特集／人間の安全保障の現在

野
上
裕
生

特
集
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こ
れ
ま
で
飢
餓
と
貧
困
の
問
題
は
人
口
増
加
と

食
糧
生
産
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
マ
ル
サ
ス
的
な
枠

組
み
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
二

つ
の
批
判
が
あ
っ
た
。
第
一
は
環
境
変
化
に
対
す

る
農
民
の
反
応
を
通
じ
た
農
業
発
展
の
可
能
性
を

強
調
す
る
も
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
参
考
文
献
②

参
照
）。
こ
の
立
場
で
は
、
人
口
成
長
自
体
が
農

家
の
生
存
戦
略
に
影
響
を
与
え
、
農
業
生
産
に
も

影
響
を
与
え
る
側
面
が
重
視
さ
れ
る
。
仮
に
こ
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
れ
ば
、
地
域
の

人
口
密
度
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
土
地
の
肥
沃
性

を
補
う
よ
う
な
形
で
農
業
労
働
を
多
く
利
用
す
る

耕
作
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
起
こ
り
、
飢
餓
あ
る

い
は
農
業
雇
用
機
会
の
欠
如
と
い
う
問
題
を
回
避

で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は
貧
困
・
飢
饉
を
食
糧
総
供
給
量
の

減
少
（Food Availability D

ecline

＝
Ｆ
Ａ
Ｄ
）

で
説
明
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
の
批
判
で
あ
る
。
セ
ン
は
一
九
四
三
年
ベ
ン

ガ
ル
飢
饉
の
よ
う
に
食
糧
生
産
の
減
少
も
な
く
経

済
が
好
況
で
あ
っ
た
時
に
も
特
定
の
集
団
（
農
村

労
働
者
）
が
飢
饉
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
食
糧
供
給
量
の
減
少
と
現
実
に
人

々
が
利
用
す
る
権
利
（
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
）

を
持
つ
食
糧
の
減
少
と
を
区
別
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。
セ
ン
の
問
題
提
起
は
飢
饉
の
背

景
に
は
法
制
度
や
市
場
全
体
の
機
能
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
セ
ン
は
「
食

料
を
得
る
た
め
の
市
場
で
の
闘
い
は
他
人
の
こ
と

は
構
わ
な
い
世
界
で
あ
り
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
他

の
グ
ル
ー
プ
の
繁
栄
ゆ
え
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
あ
る
」、「
飢
餓
に
よ
る
死
と
は
、
そ
の

社
会
で
何
が
合
法
で
あ
る
か
を
極
端
な
形
で
映
し

出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑨
、
邦
訳
二
三
四
〜
二
三
七
ペ
ー

ジ
）。

●
食
糧
の
安
全
保
障
に
対
す
る
国
際
的

対
応

表
２
は
食
糧
問
題
に
対
す
る
国
際
社
会
の
対
応

で
重
要
な
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
九

六
○
年
代
か
ら
「
緑
の
革
命
」
が
始
ま
り
、
世
界

中
で
農
業
生
産
が
向
上
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う

な
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
は
飢
饉
が
発
生

し
て
き
た
（
エ
チ
オ
ピ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な

ど
）。
一
九
七
○
年
代
前
半
に
は
ア
フ
リ
カ
の
一

部
を
中
心
に
深
刻
な
飢
饉
・
食
糧
危
機
が
発
生
し

た
こ
と
は
食
糧
の
安
全
保
障
に
対
す
る
国
際
的
な

関
心
を
高
め
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
沿
っ
て
一
九

七
四
年
の
世
界
食
糧
会
議
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

時
点
で
、
国
家
の
安
全
保
障
と
家
計
の
食
糧
安
全

保
障
は
別
個
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
、pp.63-66

に
基
づ

く
）。
一
九
九
六
年
の
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト

（W
orld Food Sum

m
it,

ロ
ー
マ
）
で
の
世
界
食

糧
宣
言
（W

orld Food D
eclaration

）
で
は
十
分

な
栄
養
と
安
全
性
を
持
つ
食
糧
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

飢
餓
か
ら
の
自
由
を
基
本
的
な
権
利
と
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
（
参
考
文
献
④
、p.189

）。

こ
れ
ま
で
の
食
糧
の
安
全
保
障
へ
の
取
り
組
み

を
取
り
入
れ
て
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
極
度
の
貧
困
や
飢
餓
に
対

す
る
対
応
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
て

い
る
（
参
考
文
献
⑫
、appendix 1

）。

①
農
業
生
産
性
の
向
上
。
健
全
な
土
壌
へ
の
投

資
、
小
規
模
水
管
理
、
投
入
財
の
改
善
、
農
業
活

動
の
多
様
化
（
家
畜
、
野
菜
、
樹
木
で
と
れ
る
作

物
な
ど
）、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
農

業
の
研
究
開
発
、
女
性
の
農
家
に
対
す
る
特
別
の

支
援
。

②
農
家
の
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
作
る
こ
と
。

貯
蔵
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
農
産
物
加
工
設
備
、

肥
料
販
売
な
ど
農
業
関
連
財
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
取

引
業
者
の
育
成
、
農
民
・
農
業
労
働
者
の
組
織
化
、

信
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
。

③
栄
養
。
乳
幼
児
・
妊
産
婦
に
向
け
た
栄
養
改

善
、
学
齢
児
童
の
栄
養
、（
特
定
の
栄
養
分
の
不

足
と
い
う
形
で
の
）「
隠
れ
た
飢
餓
」
へ
の
対
応
。

④
緊
急
食
糧
支
援
。
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
、
緊

急
時
の
対
応
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
。

栄養不足人口
（1990-92）

栄養不足人口
（1999-2001）

栄養不足人口比率（％）
（1990-92）

栄養不足人口比率（％）
（1999-2001）

開発途上国 816.6 797.9 20 17

アジア太平洋 566.8 505.2 20 16

ラテンアメリカ・カリブ 59 53.4 13 10

中近東・北アフリカ 25.3 40.9 8 10

サハラ以南アフリカ 165.5 198.4 35 33

経済移行国 25.2 33.6 6 8

表 1　栄養不足人口の動向

（出所）参考文献⑥、pp.246-251 の統計から筆者作成。
（注）栄養不足人口は 100 万が単位。

（1）地域別栄養不足人口の動向

栄養不良人口比率
（％，1990-92）

栄養不良人口比率
（％，1998-2000）

食糧生産指数
（1999-2001, 1989-91=100）

（1）アジア

中国 16 9 175.9

インド 25 24 129.9

バングラデシュ 35 35 135.6

パキスタン 25 19 145.2

（2）アフリカ

コートジボワール 18 15 138

エチオピア 44 141.1

ガーナ 35 12 169.6

セネガル 23 25 136.6

スーダン 31 21 161.7

ジンバブウェ 43 38 110

（出所）World Bank, World Development Indicators 2003, Washington, D.C.: World 
Bank, pp.104-107,128-131, 206-209 の統計から筆者作成。

（2）国別栄養不足人口の動向

アジ研ワールド・トレンド No.124（2006．１）─2829─アジ研ワールド・トレンド No.124（2006．１）



特
集

特集／人間の安全保障の現在

●
農
業
発
展
の
可
能
性

ボ
ズ
ラ
ッ
プ
が
強
調
し
た
の
は
、
人
口
と
資
源

と
の
不
均
衡
に
対
し
て
農
家
が
積
極
的
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
困
者
に
配
慮
し
た

農
業
生
産
の
長
期
的
な
発
展
に
向
け
た
政
策
の
局

面
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
整
理
が
あ
る
（
参
考

文
献
③
）。
第
一
局
面
で
は
低
生
産
性
農
業
か
ら

集
約
的
農
業
へ
の
転
換
の
基
礎
的
条
件
に
向
け
た

基
礎
的
農
業
技
術
普
及
で
、
灌
漑
・
道
路
等
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
る
。
第
二
局

面
で
は
市
場
育
成
に
向
け
て
投
入

要
素
（
肥
料
や
機
械
、
農
薬
な

ど
）
へ
の
補
助
と
信
用
供
与
、
生

産
物
市
場
の
育
成
（
価
格
安
定

化
）
等
が
行
わ
れ
る
。
第
三
局
面

で
は
民
間
経
済
の
自
立
に
向
け
て

政
府
介
入
縮
小
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
民
間
市
場
の
発
展
や
農
業
・
非

農
業
部
門
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
形
成
が

促
進
さ
れ
る
。
し
か
し
現
状
で
は

農
家
の
努
力
を
損
な
う
よ
う
な
環

境
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
飢
餓
の

防
止
に
は
人
口
と
食
糧
総
生
産
の

バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
社
会
の

全
構
成
員
に
十
分
な
食
糧
が
届
く

よ
う
な
貯
蔵
や
流
通
、
救
援
の
仕

組
み
が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

自
由
化
の
中
で
政
府
は
焦
点
を
絞

っ
た
政
策
介
入
を
求
め
ら
れ
る
。

●
貧
困
層
向
け
の
政
策
手
段

貧
困
層
に
食
糧
に
対
す
る
十
分
な
経
済
的
ア
ク

セ
ス
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
食
糧
価
格
補
助
、

食
糧
と
リ
ン
ク
し
た
所
得
移
転
、
所
得
創
出
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
、pp.160-161

）。

食
糧
と
リ
ン
ク
し
た
所
得
移
転
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
当
て
ら
れ
た
集
団
に
対
し
て
、
食
糧
ス
タ
ン
プ

や
食
糧
補
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
共
機
関
が
直
接
、

妊
産
婦
や
子
供
な
ど
を
対
象
に
食
糧
を
提
供
す
る

も
の
）
を
通
じ
て
栄
養
摂
取
量
を
維
持
す
る
方
法

で
あ
る
。
所
得
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
雇
用
の
た

め
の
公
共
事
業
（Food-for W

ork Program
m

e

）

な
ど
が
あ
る
。
食
糧
補
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
マ
ク
ロ

経
済
危
機
の
よ
う
な
状
況
で
予
想
さ
れ
る
損
失
か

ら
貧
困
世
帯
の
中
で
特
に
高
い
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
構
成
員
を
保
護
す
る
手
段
と
な
り
得
る

が
、
し
か
し
、
そ
の
有
効
性
は
公
共
機
関
が
提
供

し
た
食
糧
と
他
の
源
泉
か
ら
調
達
さ
れ
た
食
糧
と

の
代
替
関
係
、
あ
る
い
は
提
供
さ
れ
た
食
糧
が
世

帯
内
部
で
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
る
の
か
、
と
い

う
要
因
の
影
響
を
受
け
る
。
ま
た
食
糧
補
給
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
て
も
食
糧
価
格
補
助
に
し
て
も
、
タ

ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
よ
り
効

果
的
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

●
食
糧
問
題
の
認
識
枠
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、「
食
糧
の
安
全
保

障
」
と
い
う
問
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か

（
食
糧
の
安
全
保
障
の
認
識
枠
組
み
）
が
問
題
解

決
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
食
糧

は
人
間
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。
た
と
え
ば
パ
ン
と

い
う
財
を
見
る
と
、
栄
養
素
を
与
え
る
と
い
う
特

性
に
加
え
て
、
様
々
な
特
性
（
一
緒
に
食
事
を
す

る
集
ま
り
を
可
能
に
す
る
、
あ
る
い
は
社
交
的
な

会
合
を
実
現
す
る
）
も
持
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑩
、
邦
訳
四
一
〜
四
二
ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に
食
糧

を
生
産
・
加
工
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
生
態
系
と
深
く

関
わ
る
し
、
食
糧
が
取
引
さ
れ
る
市
場
は
過
去
の

歴
史
的
経
緯
に
も
影
響
を
受
け
る
（
参
考
文
献
④
、

pp.201-202

）。
し
た
が
っ
て
、「
貧
困
と
食
糧
」

と
い
う
問
題
は
、
食
糧
の
持
つ
広
い
側
面
、
す
な

わ
ち
生
活
、
健
康
、
環
境
破
壊
か
ら
の
自
由
、
楽

し
み
、
そ
し
て
社
会
生
活
へ
の
参
加
と
い
っ
た
広

い
側
面
を
視
野
に
入
れ
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
参
考
文
献
④
）。
食
糧
の
持
つ
様
々
な

側
面
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
面
の
政
策
介
入
の
目

標
を
有
効
に
設
定
で
き
る
よ
う
な
認
識
枠
組
み
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
際
社
会
の
対
応

も
特
定
集
団
の
生
活
の
質
（
た
と
え
ば
子
供
の
健

康
）
と
食
糧
の
関
係
を
、「
農
業
問
題
」
や
「
公

衆
衛
生
」
の
一
部
と
し
て
見
る
の
か
、
あ
る
い
は

「
栄
養
問
題
」
と
い
う
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取

る
の
か
、
と
い
う
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た

の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
参
考
文
献
①
、pp.86-90

）。

仮
に
「
栄
養
問
題
」
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
家
計

の
食
糧
不
足
と
い
う
側
面
に
加
え
て
、
健
康
や
栄

養
摂
取
に
関
す
る
十
分
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
い

う
側
面
も
重
要
で
あ
る
し
、
一
般
大
衆
の
理
解
と

参
加
を
求
め
る
下
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（bottom

-

up approach

）、
あ
る
い
は
子
供
の
ケ
ア
を
伝
統

的
に
行
っ
て
き
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と

重要な飢饉 国際社会の動き
1943 年 ベンガル飢饉
1945 年 国連食糧農業機関（FAO）発足
1947 年 ガリオア・エロアによる日本・旧西ドイツ等へのアメリカ援助
1951 年 日本 FAO加盟
1954 年 日本コロンボ計画参加・技術協力開始
1958 年 中国飢饉（1961 年まで） 日本の技術協力で海外技術センター方式開始（58年度）
1960 年 国際稲作研究所（IRRI）創設
1961 年 世界食糧計画（WFP）スタート
1971 年 国際飢餓対策機構（アメリカのNGO）発足
1973 年 エチオピア飢饉（ウオロ）
1974 年 エチオピア飢饉（ハラルゲ）、バングラデシュ飢饉 世界食糧会議（ローマ）
1978 年 国際農業開発基金（IFAD）業務開始
1992 年 国連環境開発会議
1994 年 ウルグアイ・ラウンド妥結
1996 年 世界食糧サミット・ローマ宣言
2001 年 ドーハWTO閣僚会議・中国加盟承認
2002 年 世界食糧サミット 5年後会合

表 2　食糧問題関連年表

（出所）参考文献⑤、⑨、国際開発ジャーナル社『国際協力用語集（第 3版）』国際協力ジャーナル社、2004 年、 
川野重任『農業発展の基礎条件』東京大学出版会、 1972 年等を参考に筆者作成。
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い
う
要
素
も
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
ア
フ
リ
カ
で

は
女
性
が
家
庭
消
費
用
と
販
売
用
の
食
糧
生
産
の

重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
女
性
農
民
の
活
動
を
促

進
す
る
こ
と
も
、
ア
フ
リ
カ
農
業
の
重
要
な
課
題

だ
と
の
指
摘
も
あ
る
（
参
考
文
献
⑤
、
邦
訳
六
○

〜
六
九
ペ
ー
ジ
）。ま
た
国
連
環
境
開
発
会
議
（
一

九
九
二
年
）
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
環
境
的
持

続
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
は
農
業
開
発

も
難
し
く
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
参
照
）。

●
む
す
び
│
新
し
い
問
題

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、
極
度
の
貧
困
・
飢

餓
と
い
う
側
面
に
限
れ
ば
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

達
成
の
見
込
み
は
あ
る
程
度
つ
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
代
中
期
以
降
、
開
発

途
上
国
で
は
肉
類
消
費
が
増
加
し
、
今
後
は
油
脂

・
乳
製
品
消
費
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
、
邦
訳
一
四
〜
一
五
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
よ
う
な
途
上
国
（
特
に
中
国
や
イ
ン
ド
）
の

食
糧
需
要
増
大
に
伴
う
問
題
も
出
て
い
る
。
食
糧

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
食
糧
の
安
全
性
、

健
康
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に
は
情
報
、
経
営
管
理
、

法
律
・
ル
ー
ル
・
規
制
、
科
学
・
技
術
・
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
視
野
に
入
れ
た
政
策
も
必
要
に

な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
、pp.203-205

）。
そ

の
中
に
は
優
良
農
産
物
を
販
売
し
て
い
る
小
規
模

農
家
に
社
会
・
環
境
上
の
認
証
を
与
え
る
こ
と
に

伴
う
費
用
の
負
担
・
回
収
と
い
っ
た
問
題
も
含
ま

れ
る
（
参
考
文
献
⑦
、
邦
訳
三
二
〜
三
五
ペ
ー

ジ
）。
食
糧
に
関
わ
る
貧
困
や
リ
ス
ク
は
、
最
貧

国
の
最
貧
困
層
だ
け
で
な
く
、
富
裕
国
の
貧
困
層

に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
社
会
的
・
文
化
的
次
元
で

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
。
食
糧
安
全

保
障
に
向
け
た
学
際
的
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）
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